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令和８年度予算を可決令和８年度予算を可決
一般会計予算総額は1,952億2,000万円に

２月25日

3月23日

市
議
会
定
例
会
会期

一
般
会
計
予
算
の
概
要

一
般
会
計
予
算
の
概
要

　

令
和
８
年
度
一
般
会
計
予
算
は
一
千
九

百
五
十
二
億
二
千
万
円
で
、
前
年
度
比
二

十
一
億
円
の
増
額
と
な
り
、
当
初
予
算
で

は
過
去
最
大
規
模
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
８
年
度
予
算
は
、「
市
民
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
環
境
の
充
実
」、「
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」
の
二
つ
を
テ
ー

マ
に
掲
げ
、
特
に
「
こ
ど
も
若
者
・
子
育

て
」、「
観
光
・
ま
ち
づ
く
り
」、「
地
域
・

交
通
」
と
い
う
三
つ
の
分
野
に
重
点
を
置

き
、「
未
来
に
向
け
て
選
ば
れ
る
ま
ち
」

を
め
ざ
し
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

　

３
月
市
議
会
定
例
会
が
２
月
25
日
か
ら
３
月
23
日
ま
で
の
二
十
七
日
間
の
会
期
で
開
か

れ
、
令
和
8
年
度
一
般
会
計
と
各
特
別
会
計
、
各
企
業
会
計
の
予
算
案
、
令
和
7
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
案
な
ど
の
議
案
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た

（
4
頁
参
照
）。
こ
こ
で
は
一
般
会
計
予
算
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

成
に
加
え
、
乳
幼
児
の
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感

染
を
予
防
す
る
た
め
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

実
施
し
ま
す
。�

（
五
、八
五
五
万
七
千
円
）

◆�「
観
光
・
ま
ち
づ
く
り
」
分
野

◦
善
光
寺
御
開
帳
関
連

　

令
和
９
年
に
開
催
の
善
光
寺
御
開
帳
に

向
け
、
効
果
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
魅

力
的
な
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
、
受
け

入
れ
環
境
の
整
備
の
ほ
か
、
善
光
寺
表
参

道
の
歩
行
者
優
先
道
路
化
に
向
け
た
社
会

実
験
な
ど
御
開
帳
開
催
後
も
見
据
え
た

「
に
ぎ
わ
い
・
誘
客
」に
つ
な
が
る
事
業
を

実
施
し
ま
す
。�（
二
億
七
、七
一
六
万
七
千
円
）

◦�

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
・
受
け
入
れ
環
境

整
備

　

海
外
か
ら
の
個
人
旅
行
客
に
向
け
た
情

報
発
信
や
受
け
入
れ
環
境
整
備
を
行
い
、

本
市
へ
の
集
客
を
図
る
と
と
も
に
、
戸
隠

エ
リ
ア
に
お
け
る
外
国
人
旅
行
者
の
増
加

に
対
応
す
る
た
め
、
バ
ス
等
の
交
通
手
段

の
充
実
、
観
光
案
内
看
板
の
多
言
語
化
、

観
光
ト
イ
レ
の
改
修
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

主
な
事
業

主
な
事
業

◆�「
こ
ど
も
若
者
・
子
育
て
」
分
野

◦
保
育
料
軽
減
（
第
二
子
以
降
無
償
化
）

　

国
の
無
償
化
の
対
象
と
な
ら
な
い
３
歳

未
満
児
の
保
育
料
に
つ
い
て
、
市
独
自
の

軽
減
を
さ
ら
に
拡
充
し
、
第
二
子
以
降
の

�

（
一
億
七
、二
〇
二
万
九
千
円
）

◆�「
地
域
・
交
通
」
分
野

◦
市
バ
ス
等
運
行
（
定
時
定
路
線
）

　

民
間
バ
ス
事
業
者
が
運
行
し
て
い
た
定

時
定
路
の
バ
ス
路
線
の
廃
止
に
伴
い
、
新

た
に
市
営
バ
ス
と
し
て
鬼
無
里
線
、
新
町

大
原
橋
線
、
高
府
線
の
三
路
線
を
運
行
し

ま
す
。�

（
二
億
七
五
四
万
四
千
円
）

◦�

中
山
間
地
域
Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通

シ
ス
テ
ム
導
入

　

信
州
新
町
地
区
等
で
運
行
し
て
い
る
中

山
間
地
域
Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
シ
ス

テ
ム
を
、
令
和
８
年
４
月
か
ら
七
二
会
・

小
田
切
・
信
里
・
信
更
地
区
に
拡
大
し
ま

す
。
ま
た
、
令
和
９
年
度
か
ら
の
芋
井
・

浅
川
地
区
へ
の
導
入
に
向
け
た
準
備
を
進

め
ま
す
。�

（
六
、三
三
八
万
九
千
円
）

◦
地
域
い
き
い
き
運
営
交
付
金

　

住
民
自
治
協
議
会
に
よ
る
住
民
主
体
の

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
支
援
す
る
た

め
、
交
付
金
を
増
額
し
ま
す
。

�

（
四
億
三
七
三
万
七
千
円
）

◦
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
交
付
金

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委

員
の
担
い
手
を
確
保
し
、
市
内
全
地
区

（
区
域
）
で
安
定
的
に
活
動
が
で
き
る
よ

う
に
、
交
付
金
を
増
額
し
ま
す
。

�

（
一
億
三
、四
三
六
万
二
千
円
）

◆�「
健
康
・
福
祉
」
分
野

◦�

精
神
障
害
者
入
院
医
療
費
の
福
祉
医
療

無
償
化
を
実
施
し
ま
す
。

�

（
三
億
一
、六
二
八
万
一
千
円
）

◦
学
校
給
食
費
負
担
軽
減

　

子
育
て
世
帯
を
経
済
的
に
支
援
す
る
た

め
、
市
立
小
学
校
で
は
学
校
給
食
費
を
無

償
化
し
、
市
立
中
学
校
で
は
学
校
給
食
食

材
費
の
物
価
上
昇
分
を
支
援
し
、
保
護
者

負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

�
（
一
二
億
九
、二
四
〇
万
三
千
円
）

◦
子
ど
も
の
権
利
推
進

　

子
ど
も
の
権
利
を
保
障
す
る
取
り
組
み

を
推
進
す
る
た
め
、
子
ど
も
の
権
利
侵
害

に
関
す
る
相
談
対
応
等
を
行
う
子
ど
も
オ

ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
の
設
置
、
子
ど
も
の
権

利
に
つ
い
て
の
周
知
・
啓
発
、
子
ど
も
の

意
見
表
明
の
機
会
の
確
保
等
を
行
い
ま
す
。

�

（
三
、四
五
五
万
二
千
円
）

◦�

胎
児
心
エ
コ
ー
検
査
費
用
助
成
及
び
Ｒ

Ｓ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

　

先
天
性
心
疾
患
を
早
期
に
発
見
す
る
た

め
の
胎
児
心
エ
コ
ー
検
査
費
用
の
一
部
助

月
3
月
3

令和８年度から始まる胎児心
エコー検査の費用助成
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費
給
付

　

精
神
障
害
者
（
１
・
２
級
）
の
入
院
医

療
費
を
新
た
に
給
付
対
象
と
し
て
拡
大
し
、

負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
（
令
和
８
年
８
月

診
療
分
か
ら
）。�

（
八
、八
〇
〇
万
円
）

◦
フ
レ
イ
ル
予
防
・
認
知
症
施
策

　

高
齢
者
の
健
康
保
持
の
た
め
、
フ
レ
イ

ル
予
防
や
認
知
症
施
策
を
充
実
し
ま
す
。

新
た
に
長
野
市
モ
デ
ル
「（
仮
称
）
元
気

Ｕ
Ｐ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
展
開
し
、
認
知
機

能
の
低
下
に
早
め
に
気
づ
き
取
り
組
む
こ

と
に
よ
り
、
身
体
の
フ
レ
イ
ル
予
防
と
と

も
に
認
知
機
能
の
維
持
を
図
り
ま
す
。

�

（
一
、八
二
六
万
四
千
円
）

◆�「
安
全・
安
心
」
分
野

◦
住
宅
耐
震
改
修
促
進

　

旧
耐
震
基
準
で
建
て
ら
れ
た
戸
建
て
住

宅
で
、
耐
震
性
能
の
低
い
住
宅
の
所
有
者

が
行
う
耐
震
改
修
工
事
等
に
要
す
る
費
用

を
支
援
す
る
ほ
か
、
耐
震
性
が
低
く
、
利

活
用
が
難
し
い
空
き
家
等
を
建
て
替
え
て

居
住
す
る
方
に
、
除
却
費
用
の
一
部
を
新

た
に
支
援
し
ま
す
。�（
一
億
八
、六
七
二
万
円
）

◦
熊
対
策
の
強
化

　

熊
に
よ
る
人
身
被
害
の
発
生
や
市
街
地

へ
の
出
没
等
に
よ
り
、
市
民
の
危
機
意
識

が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
安

全
を
守
る
た
め
、
県
な
ど
と
連
携
を
図
り
、

熊
出
没
対
策
を
強
化
し
ま
す
。

�
（
二
、〇
四
一
万
八
千
円
）

◆�「
経
済
」
分
野

◦�

物
価
高
騰
対
策
緊
急
事
業
者
支
援
パ
ッ

ケ
ー
ジ

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品
価
格
等
の
物
価

高
騰
な
ど
の
影
響
を
受
け
て
い
る
市
内
中

小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
に
対
し
、
国
の

重
点
支
援
地
方
交
付
金
を
活
用
し
て
、
設

備
の
導
入
や
改
修
、
職
場
環
境
整
備
等
の

取
り
組
み
を
総
合
的
に
支
援
し
、
賃
上
げ

に
つ
な
げ
ま
す
。�

（
四
億
円
）

◆�「
ス
ポ
ー
ツ
」
分
野

◦
飯
綱
高
原
ス
ポ
ー
ツ
拠
点
整
備

　

既
存
の
飯
綱
高
原
南
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
加

え
、
旧
飯
綱
高
原
ス
キ
ー
場
駐
車
場
敷
地

を
活
用
し
た
ス
ポ
ー
ツ
拠
点
を
整
備
し
、

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
や
社
会
人
・
学
生

等
の
大
会
や
合
宿
を
誘
致
す
る
と
と
も
に
、

恒
常
的
に
不
足
す
る
夜
間
照
明
を
備
え
た

施
設
を
整
備
す
る
な
ど
、
市
民
ス
ポ
ー
ツ

の
拠
点
と
し
て
も
活
用
し
ま
す
。

�

（
八
億
九
、五
三
六
万
五
千
円
）

◆�「
農
業
」
分
野

◦
農
業
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構
築

　

農
地
や
担
い
手
等
の
農
業
情
報
を
一
元

的
に
整
理
、
連
携
し
、
現
在
の
農
地
状
況

や
所
有
者
・
耕
作
者
の
情
報
、
将
来
の
農

地
利
用
の
見
通
し
を
見
え
る
化
す
る
こ
と

で
、
農
地
の
有
効
活
用
や
担
い
手
確
保
を

進
め
、
持
続
可
能
な
地
域
農
業
の
実
現
を

め
ざ
し
ま
す
。�

（
一
、九
八
〇
万
円
）

福祉環境委員会 経済文教委員会

審査の中で、こんな質問をしました 審査の中で、こんな質問をしました

可決 可決

Q子どもオンブズパーソンについて、条例では、
条例の公布から１年を超えない範囲内において Q追加工事が必要となった理由は。また、地元住

民の生活環境の改善につながるのか。

Ａ 測量や地質調査の結果を受けた実施設計により、
ピッチ、アップフィールドの安全性を確保する

設置するとしているが、で
きる限り早く設置してほし
い。具体的な設置時期をお
聞きしたい。

Ａ 相談への対応に必要な
研修、関係機関への周

知や広報、相談室の整備な
ど、所要の準備期間を経た
上で、新年度のできる限り
早い時期に設置できるよう、
引き続き取り組んでいきた
い。

ため法面のセットバックや、
雨水排水設備等が必要となっ
た。また、地元住民や環境省、
Jクラブ等との交渉により追
加となった工事もある。計画
には飯綱東山麓線交差点改良
工事をはじめ、大座法師池周
辺の観光施設の整備も含まれ
ており、地元住民の皆様の期
待にも応えていきたい。

議案第１号　�令和８年度長野市一般会計予算
【子どもの権利推進事業】

議案第45号　�芋井飯綱辺地総合整備計画の変
更について

　令和７年10月に施行された長野市子どもの権利条
例に基づき、子どもオンブズパーソンの設置や、子
どもの権利についての周知・啓発、子どもの意見表
明の機会の確保等を行うものです。

　整備計画のうち、旧飯綱高原スキー場跡地に整備
する天然芝グラウンドの実施設計を進めたところ、
追加の対応工事が必要であることが判明したことか
ら、事業費について本計画を変更するものです。

令和７年10月に施行された
長野市子どもの権利条例

天然芝グラウンドで、サ
ッカーチーム等の合宿に
活用されることも期待さ
れている

委員会での議案審査の様子を、
委員のやり取りや話し合いのポイントなどを
交えて、分かりやすくお伝えします。ひとコマ

委員
会審査の

総務、建設企業委員会の様子はこちらから➡
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3月定例会　審議結果一覧
※賛否などの態度が分かれた議案等（■）については、議員別賛否一覧を御覧ください。

※議案名等の「長野市」「～について」等は一部省略して表記しています。

件　　　　　名 議決の状況

市
長
提
出
議
案
等

議
　
案

第42号　消防団員の定員及び任用等に関する条例の一部を改正
する条例 可決全員賛成

第43号　消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例 可決全員賛成
第44号　火災予防条例の一部を改正する条例 可決全員賛成
第45号　芋井飯綱辺地総合整備計画の変更 可決賛成多数
第46号　地方独立行政法人長野市民病院第４期中期計画の認可 可決全員賛成
第47号　長野広域連合規約の変更 可決全員賛成
第48号　長野市及び千曲市における連携中枢都市圏形成に係る
連携協約の一部を変更する連携協約の締結 可決全員賛成

第49号　長野市及び小布施町における連携中枢都市圏形成に係
る連携協約の一部を変更する連携協約の締結 可決全員賛成

第50号　包括外部監査契約の締結 可決全員賛成
第51号　市道路線の認定及び変更 可決全員賛成
第52号　工事請負契約の締結（国補南長野運動公園フットボー
ル場施設整備工事） 可決賛成多数

第53号　工事請負契約の締結（ビッグハット長寿命化改修第１
期工事） 可決賛成多数

第54号　工事請負契約の締結（ゼロ市債ビッグハットアリーナ
照明更新工事） 可決賛成多数

第55号　工事請負契約の締結（ゼロ市債第二庁舎空調設備改修
工事） 可決全員賛成

第56号　農業委員会委員の任命 同意全員賛成
第57号　介護保険条例の一部を改正する条例 可決全員賛成
第58号　市立学校職員の給与に関する条例の一部を改正する条
例 可決全員賛成

第59号　財産の取得（１．３ｍ級草刈り専用車） 可決全員賛成
第60号　副市長の選任 同意全員賛成

諮問
（１件）第1号　人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めること 同意全員賛成

報
　
告
（
10
件
）

第1号　長野市国民保護計画の変更

報告月日
２月25日

第2号　長野市新型インフルエンザ等対策行動計画の変更
第3号　専決処分の報告（令和７年度一般会計補正予算）
第4号　専決処分の報告（交通事故による損害賠償額）
第5号　専決処分の報告（道路管理上の事故による損害賠償額）
第6号　専決処分の報告（道路管理上の事故による損害賠償額）
第7号　専決処分の報告（道路管理上の事故による損害賠償額）
第8号　専決処分の報告（道路管理上の事故による損害賠償額）
第9号　専決処分の報告（ゼロ市債北部勤労者活躍支援センタ
ー建設建築主体工事変更請負契約の締結）

第10号　専決処分の報告（道路管理上の事故による損害賠償額） 報告月日
３月９日

議員（委
員会）提
出議案
（２件）

第1号　長野市議会会議規則の一部を改正する規則（案）
（議会運営委員会） 可決全員賛成

第2号　最低賃金の引上げと中小企業支援策の拡充を求め
る意見書（案）（経済文教委員会） 可決全員賛成

修正案
（１件）

議案第1号　令和８年度長野市一般会計予算修正案（滝沢
真一議員ほか３人） 否決賛成少数

請願
（２件）

第1号　消炎鎮痛剤や抗アレルギー薬など、薬の追加負担を行
わないことを求める請願 不採択賛成少数

第2号　「最低賃金法の改正と中小企業支援策の拡充を求める
意見書」の採択を求める請願 不採択賛成少数

陳情
（２件）

第1号　ｍＲＮＡワクチン（レプリコンワクチンを含む）接種
事業中止の意見書提出を求める陳情書 報告月日

２月25日第2号　党機関紙の庁舎内勧誘行為の実態調査を求める陳情書

件　　　　　名 議決の状況
再議に付した
議案（１件）　 令和7年議案158号　農業委員会委員の任命について 同意全員賛成

市
長
提
出
議
案
等
（
71
件
）

議
　
案
（
60
件
）

第1号　令和８年度一般会計予算 可決賛成多数
第2号　令和８年度国民健康保険特別会計予算 可決賛成多数
第3号　令和８年度駐車場事業特別会計予算 可決全員賛成
第4号　令和８年度母子父子寡婦福祉資金貸付事業特別会計予
算 可決全員賛成

第5号　令和８年度介護保険特別会計予算 可決全員賛成
第6号　令和８年度授産施設特別会計予算 可決全員賛成
第7号　令和８年度鬼無里大岡観光施設事業特別会計予算 可決全員賛成
第8号　令和８年度後期高齢者医療特別会計予算 可決全員賛成
第9号　令和８年度病院事業債管理特別会計予算 可決全員賛成
第10号　令和８年度公共料金等集合支払特別会計予算 可決全員賛成
第11号　令和８年度産業団地事業会計予算 可決全員賛成
第12号　令和８年度水道事業会計予算 可決賛成多数
第13号　令和８年度下水道事業会計予算 可決全員賛成
第14号　令和８年度戸隠観光施設事業会計予算 可決全員賛成
第15号　令和８年度松代財産区特別会計予算 可決全員賛成
第16号　令和８年度豊栄財産区特別会計予算 可決全員賛成
第17号　令和８年度西寺尾本郷財産区特別会計予算 可決全員賛成
第18号　令和８年度今井財産区特別会計予算 可決全員賛成
第19号　令和８年度信級財産区特別会計予算 可決全員賛成
第20号　令和７年度一般会計補正予算 可決全員賛成
第21号　令和７年度一般会計補正予算 可決賛成多数
第22号　令和７年度国民健康保険特別会計補正予算 可決全員賛成
第23号　令和７年度介護保険特別会計補正予算 可決全員賛成
第24号　執行機関の附属機関の設置等に関する条例の一部を改
正する条例 可決全員賛成

第25号　特別職の職員の給与並びに旅費及び費用弁償に関する
条例の一部を改正する条例 可決全員賛成

第26号　一般職の職員の退職手当に関する条例の一部を改正す
る条例 可決全員賛成

第27号　市税条例の一部を改正する条例 可決全員賛成
第28号　手数料条例の一部を改正する条例 可決全員賛成
第29号　乳児等通園支援事業の設備及び運営の基準に関する条
例の一部を改正する条例 可決賛成多数

第30号　特定乳児等通園支援事業の運営の基準に関する条例 可決賛成多数
第31号　保育所の設置及び管理に関する条例の一部を改正する
条例 可決賛成多数

第32号　福祉医療費給付金条例の一部を改正する条例 可決全員賛成
第33号　国民健康保険条例の一部を改正する条例 可決賛成多数
第34号　中部勤労青少年ホームの設置及び管理に関する条例を
廃止する条例 可決全員賛成

第35号　宿泊税交付金基金条例 可決全員賛成
第36号　国民宿舎松代荘の設置及び管理に関する条例等の一部
を改正する条例 可決全員賛成

第37号　農業研修センターの設置及び管理に関する条例の一部
を改正する条例 可決全員賛成

第38号　定住促進住宅の設置及び管理に関する条例及び特定公
共賃貸住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 可決全員賛成

第39号　建築物における駐車施設の附置等に関する条例の一部
を改正する条例 可決全員賛成

第40号　市立学校職員等の旅費に関する条例 可決全員賛成
第41号　公共下水道条例の一部を改正する条例 可決全員賛成

■賛否などの態度が分かれた議案等（議員別賛否一覧）
※○＝賛成、×＝反対、除＝除斥、退＝退席、欠＝欠席、議長は採決に加わらないため「／」と表示しています。
※所属会派は議決時点での会派で記載しています。

件　　　　　名

議
決
の
状
況

新友会 公明党 共産党 改革
ネット

次世代
長野 無所属

小
泉
　
栄
正

寺
沢
さ
ゆ
り

西
沢
　
利
一

若
林
　
　
祥

市
川
　
和
彦

松
田
　
光
平

和
田
　
一
成

加
藤
　
英
夫

桜
井
　
　
篤

青
木
　
敏
明

宮
崎
　
治
夫

北
沢
　
哲
也

手
塚
　
秀
樹

金
沢
　
敦
志

箱
山
　
正
一

西
脇
か
お
る

本
木
　
　
晋

山
岸
　
　
晃

堀
内 

伸
悟

松
井
　
英
雄

清
水
美
加
子

藤
澤
　
紀
子

浅
川
　
　
徹

滝
沢
　
真
一

黒
沢
　
清
一

阿
出
川
　
希

佐
藤
　
高
志

鈴
木
　
洋
一

東
方
み
ゆ
き

原
　
よ
う
こ

和
田
　
凌
弥

内
藤
　
武
道

木
村
け
い
た

倉
野
　
立
人

山
﨑
　
裕
子

山
﨑
　
昭
夫

市長提出議案等（議案60件中12件）
第1号 令和８年度一般会計予算 可決 〇〇〇／〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇××××〇〇〇〇〇〇〇×〇
第2号 令和８年度国民健康保険特別会計予算 可決 〇〇〇／〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇××××〇〇〇〇〇〇〇×〇
第12号 令和８年度水道事業会計予算 可決 〇〇〇／〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇××××〇〇〇〇〇〇〇×〇
第21号 令和７年度一般会計補正予算 可決 〇〇〇／〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇×〇
第29号 乳児等通園支援事業の設備及び運営の基準に関す
る条例の一部を改正する条例 可決 〇〇〇／〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇××××〇〇〇〇〇〇〇×〇

第30号 特定乳児等通園支援事業の運営の基準に関する条例 可決 〇〇〇／〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇××××〇〇〇〇〇〇〇×〇
第31号 保育所の設置及び管理に関する条例の一部を改正す
る条例 可決 〇〇〇／〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇××××〇〇〇〇〇〇〇×〇

第33号 国民健康保険条例の一部を改正する条例 可決 〇〇〇／〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇××××〇〇〇〇〇〇〇×〇
第45号 芋井飯綱辺地総合整備計画の変更 可決 〇〇〇／〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇××××〇〇〇〇〇〇〇×〇
第52号 工事請負契約の締結（国補南長野運動公園フット
ボール場施設整備工事） 可決 〇〇〇／〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇×〇

第53号 工事請負契約の締結（ビッグハット長寿命化改修
第１期工事） 可決 〇〇〇／〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇×〇

第54号 工事請負契約の締結（ゼロ市債ビッグハットアリ
ーナ照明更新工事） 可決 〇〇〇／〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇×〇

修正案（1件中1件）
議案第1号　令和８年度長野市一般会計予算修正案（滝沢真
一議員ほか３人） 否決 ×××／×××××××××××××××××××〇〇〇〇×××××××〇×

請願（2件中2件）
第1号 消炎鎮痛剤や抗アレルギー薬など、薬の追加負担を
行わないことを求める請願 不採択 ×××／×××××××××××××××××××〇〇〇〇××××××〇〇×

第2号 「最低賃金法の改正と中小企業支援策の拡充を求め
る意見書」の採択を求める請願 不採択 ×××／×××××××××××××××××××〇〇〇〇××××××〇〇×
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3月定例会

　3月定例会本会議では30人の議員が質問に立ち、市当局と活発な論議を
展開しました。その中から主な質問の要旨を紹介します。なお、この文章
は、基本的に質問議員自ら作成しています。

質問の要旨
市政に関する

◆�長野市議会ホームページで、各議員の質問の録画映像を見ることができます。
議員名の下にある二次元コードからアクセスしてください。

　５人以上の議員が所属する
会派の代表者が、市が行う事
務の執行の状況などについて
質問することをいいます。
　長野市議会では、３月定例
会と12月定例会に代表質問を
行います。

代表質問
とは？

　議員個人が、市政全般に関
わる様々なテーマについて、
市の方針や市長の考え方など
を問いただすことをいいます。

個人質問
とは？

　

荻
原
市
政
二
期
目
が
本
格
ス
タ
ー
ト
。

新
年
度
予
算
案
に
込
め
た
市
長
の
思
い
は

答　

長
野
市
は
多
く
の
強
み
を
も
つ
魅
力

的
な
都
市
。
選
ば
れ
る
ま
ち
と
な
る
た
め
、

戦
略
的
な
投
資
を
積
極
的
に
行
い
、
市
内

企
業
の
稼
ぐ
力
を
強
化
す
る
こ
と
で
自
主

財
源
を
確
保
す
る
。
そ
の
財
源
を
市
民
の

子
育
て
支
援
や
教
育
施
策
、
高
齢
者
施
策
、

福
祉
な
ど
様
々
な
施
策
に
充
て
、
ま
ち
の

活
力
を
高
め
、
全
て
の
市
民
が
輝
く
、
明

る
く
未
来
あ
る
長
野
市
に
し
て
い
く
。

　

厳
し
い
財
政
運
営
が
見
込
ま
れ
る
中
、

今
後
の
健
全
財
政
維
持
と
自
主
財
源
確
保

に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か

答　

事
業
の
徹
底
的
な
効
果
検
証
、
優
先

度
の
精
査
を
進
め
、
必
要
性
、
緊
急
性
が

低
い
事
業
は
、
廃
止
、
縮
減
や
類
似
事
業

と
の
統
合
を
進
め
る
。
自
主
財
源
確
保
は
、

産
業
団
地
開
発
、
中
小
企
業
の
設
備
投
資

や
店
舗
改
修
の
促
進
、
中
心
市
街
地
活
性

化
、
観
光
振
興
等
へ
の
積
極
的
な
投
資
で
、

安
定
的
な
税
収
の
確
保
を
図
る
。

　

農※
１

業
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構
築
事
業

が
計
上
さ
れ
た
。
事
業
の
概
要
は

答　

担
い
手
不
足
や
高
齢
化
、
農
地
の
効

率
的
な
活
用
な
ど
の
課
題
に
対
応
し
、
企

業
誘
致
に
限
ら
ず
、
担
い
手
対
策
、
農
地

集
約
な
ど
、
農
業
施
策
全
体
を
支
え
る
共

通
基
盤
を
構
築
す
る
も
の
。

　

国
の
施
策
だ
け
で
は
少
子
化
に
歯
止

め
を
か
け
ら
れ
な
い
。
市
は
独
自
施
策
を

展
開
す
る
な
ど
国
に
先
行
し
て
取
り
組
ん

で
き
た
が
、
さ
ら
な
る
支
援
が
必
要
で
は

答　

教
育
・
保
育
の
質
の
向
上
、
保
育
人

材
の
確
保
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、

子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
軽
減
の
た
め
、

子
ど
も
の
医
療
費
窓
口
負
担
の
無
料
化
、

多
子
世
帯
保
育
料
軽
減
の
拡
充
を
実
施
し

た
。
新
年
度
か
ら
第
二
子
以
降
の
保
育
料

無
償
化
、
市
立
小
学
校
の
給
食
費
無
償
化

な
ど
、
支
援
の
一
層
の
強
化
を
め
ざ
す
。

新
友
会

松
田
　
光
平

代表質問

農業プラットフォーム構築事業システム運用状況の
イメージ
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用 語
解 説

※�１　農業プラットフォーム…農地や担い手等の農業情報を一元的に整理、連携し、現在の農地状況や所有者・耕作者などの情報を
既存の地図情報に落とし込み、農業を見える化することにより、将来の農地利用の見通しをつけ、担い手対策、農地集約など農業
施策全体を支える基盤のこと。
※�２　ケアラー…高齢、障害、病気などにより心身に不調がある家族や身近な人に対し、無償で介護、看護、日常生活の世話などを
行う人のこと。

　

財
政
健
全
化
戦
略
に
つ
い
て
、
現
時

点
で
は
健
全
性
は
維
持
さ
れ
て
い
る
も
の

の
、
改
善
の
余
地
が
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
市
長
の
考
え
は

答　

事
業
の
見
直
し
や
業
務
の
効
率
化
を

進
め
る
と
と
も
に
、
予
算
を
効
率
的
に
投

入
す
る
こ
と
が
重
要
。
大
変
難
し
い
課
題

だ
が
、
先
頭
に
立
ち
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
。

　

参
加
型
ポ
イ
ン
ト
制
度
を
提
案
す
る
。

予
防
医
療
を
軸
に
、
市
民
の
行
動
変
容
と

市
民
参
加
を
同
時
に
後
押
し
す
る
参
加
型

ポ
イ
ン
ト
制
度
に
つ
い
て
、
本
市
で
も
積

極
的
に
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が

答　

大
変
共
感
で
き
る
部
分
も
大
き
く
、

様
々
な
効
果
へ
の
可
能
性
を
感
じ
て
い
る
。

他
自
治
体
の
事
例
等
も
参
考
に
検
討
す
る
。

　

地
域
通
貨
は
地
域
の
つ
な
が
り
を
再

生
し
、
市
民
参
加
を
促
し
、
地
域
の
未
来

を
つ
く
る
総
合
政
策
の
一
つ
。
地
域
通
貨

を
導
入
し
、
地
域
経
済
循
環
の
仕
組
み
を

検
討
す
る
考
え
は
あ
る
か

答　

デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
の
導
入
は
様
々

な
活
用
方
法
が
考
え
ら
れ
る
。
参
加
型
ポ

イ
ン
ト
制
度
と
一
体
的
に
検
討
し
た
い
。

　

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
の
成
果
を
施

設
整
備
に
と
ど
め
ず
、
松
代
全
体
の
持
続

可
能
な
地
域
経
営
モ
デ
ル
や
ブ
ラ
ン
ド
力

強
化
へ
と
発
展
さ
せ
て
い
く
考
え
は

答　

松
代
地
区
は
本
市
を
代
表
す
る
歴
史

文
化
エ
リ
ア
。
真
田
宝
物
館
を
松
代
地
区

の
文
化
観
光
拠
点
と
位
置
付
け
、
機
能
強

化
を
図
る
と
と
も
に
、
地
区
内
の
回
遊
性

の
高
ま
り
や
誘
客
に
つ
な
げ
る
。

　

ケ※
２

ア
ラ
ー
が
相
談
し
た
い
と
思
っ
た

と
き
に
、
適
切
な
相
談
先
に
つ
な
が
る
こ

と
が
ケ
ア
ラ
ー
支
援
の
第
一
歩
。
多
様
な

ケ
ア
ラ
ー
が
一
人
で
抱
え
込
ま
な
い
体
制

を
整
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
が

答　

安
心
し
て
窓
口
に
相
談
し
て
も
ら
え

る
よ
う
、
体
制
の
整
備
や
周
知
に
つ
い
て

も
関
係
機
関
と
連
携
し
て
取
り
組
む
。

　

昨
年
12
月
か
ら
休
日
緊
急
医
オ
ン
ラ

イ
ン
診
療
が
試
験
導
入
さ
れ
た
。
救
急
外

来
の
混
雑
緩
和
や
保
護
者
の
不
安
軽
減
に

つ
な
が
る
取
り
組
み
と
し
て
期
待
さ
れ
る
。

今
後
の
本
格
導
入
に
向
け
て
ど
の
よ
う
に

検
討
し
て
い
く
の
か

答　

詳
細
な
受
診
状
況
や
利
用
者
ア
ン
ケ

ー
ト
の
内
容
を
分
析
、
検
証
し
た
上
で
、

医
師
会
等
の
関
係
機
関
か
ら
課
題
や
改
善

点
等
の
意
見
を
聴
き
、
検
討
す
る
。

公
明
党

堀
内
　
伸
悟

代表質問

　

情
報
公
開
制
度
を
用
い
て
請
求
し
、

そ
の
対
応
に
納
得
の
い
か
な
い
場
合
は
不

服
審
査
請
求
を
行
う
こ
と
が
可
能
だ
が
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
そ
の
説
明
が
な
い
。

周
知
が
必
要
で
は
。
ま
た
、
市
民
が
こ
の

不
服
審
査
請
求
を
行
っ
て
か
ら
４
カ
月
以

上
連
絡
が
な
か
っ
た
と
の
こ
と
。
条
例
に

は
遅
滞
な
く
審
査
会
へ
諮
問
す
る
と
さ
れ

て
お
り
、
本
来
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
事
態
。

原
因
と
再
発
防
止
に
つ
い
て
伺
う

答　

審
査
請
求
に
関
す
る
手
続
き
に
つ
い

て
、
３
月
２
日
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
追
加

掲
載
し
た
。
事
務
の
遅
延
は
、
文
書
情
報

管
理
課
と
担
当
課
と
の
間
で
必
要
な
書
類

の
作
成
や
提
出
時
期
の
十
分
な
確
認
、
共

有
が
で
き
ず
、
進し

ん

捗ち
ょ
く

管
理
が
適
切
に
行
わ

れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
。
本
市
の
情
報
公

開
制
度
へ
の
信
頼
を
損
な
う
行
為
と
受
け

止
め
て
い
る
。
再
発
防
止
の
た
め
の
事
務

処
理
適
正
化
対
策
委
員
会
を
開
催
し
、
全

部
局
長
で
原
因
の
共
有
や
対
応
策
の
確
認

を
行
っ
た
。
全
職
員
に
向
け
て
文
書
で
周

知
し
た
。
情
報
公
開
事
務
を
適
正
に
執
行

す
る
た
め
、
研
修
の
中
で
制
度
に
対
す
る

職
員
の
意
識
を
高
め
る
な
ど
、
事
務
管
理

の
徹
底
を
図
り
、
再
発
防
止
に
努
め
る
。

　

工
事
及
び
業
務
委
託
の
入
札
成
立
状

況
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
の
か
。

入※
３

札
不
調
等
が
起
き
た
場
合
に
、
次
の
発

注
に
ど
う
反
映
し
て
い
る
の
か

答　

入
札
結
果
や
工
種
、
工
期
、
応
札
者

数
等
の
デ
ー
タ
を
契
約
ご
と
に
記
録
。
不

調
等
の
場
合
は
年
四
回
集
計
し
、
入
札
方

法
や
参
加
資
格
要
件
、
設
計
内
容
の
変
更

等
を
行
い
、
次
の
発
注
に
反
映
し
て
い
る
。

　

担
い
手
不
足
が
進
む
中
、
適
正
工
期

の
確
保
や
発
注
時
期
の
平
準
化
に
つ
い
て
、

令
和
８
年
度
は
ど
の
点
を
徹
底
す
る
の
か

答　

準
備
期
間
や
休
日
、
天
候
を
考
慮
し
、

適
正
工
期
で
発
注
し
て
い
る
。
ゼ※

４

ロ
市
債

や
債
務
負
担
行
為
、
フ
レ
ッ
ク
ス
工
期
制

度
を
活
用
し
、
人
材
や
資
材
の
調
達
が
行

い
や
す
い
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　

公
共
施
設
長
寿
命
化
の
優
先
順
位
は

ど
の
よ
う
に
判
断
を
し
て
い
る
の
か

答　

改
修
周
期
に
該
当
す
る
施
設
を
抽
出

し
、
劣
化
度
評
価
や
利
用
実
態
、
将
来
ニ

ー
ズ
、
緊
急
度
、
存
続
優
先
度
等
の
観
点

か
ら
優
先
順
位
付
け
を
行
い
、
庁
内
会
議

と
財
政
面
の
調
整
を
経
て
決
定
し
て
い
る
。

共
産
党

佐
藤 

高
志

次
世
代
長
野

和
田
　
凌
弥

個人質問

個人質問
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用 語
解 説

※�３　入札不調…官公庁などの入札で、入札に応じる者がおらず落札者が決まらないこと。一方、入札に応じる者はいたが、条件を
満たす者がおらず落札者が決まらないことを不落という。

※�４　ゼロ市債…工事時期の平準化を図るため、新年度に発注する工事等の債務負担行為を前年度中に設定し、閑散期とされる年度
当初の工事稼働件数を増加させる手法。債務負担行為を設定する年度には支出がない（ゼロ）ため、「ゼロ市債」と呼ばれる。

　

毎
年
度
当
初
に
小
・
中
学
校
か
ら
教

育
委
員
会
に
提
出
さ
れ
る
施
設
改
修
要
望

書
の
内
容
を
確
認
す
る
と
、
改
善
さ
れ
て

い
な
い
事
例
、
改
善
ま
で
に
長
い
時
間
を

要
し
た
事
例
が
見
受
け
ら
れ
る
。
学
校
は

子
ど
も
た
ち
の
学
び
・
生
活
の
場
で
あ
り
、

災
害
発
生
時
に
は
地
域
住
民
の
避
難
所
と

し
て
の
役
割
を
果
た
す
施
設
で
あ
る
た
め
、

適
切
な
維
持
管
理
を
行
い
、
安
全
な
施
設

環
境
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。
令
和
８

年
度
の
対
応
の
予
定
は

答　

学
校
が
つ
け
た
優
先
順
位
を
踏
ま
え

学
校
と
相
談
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
る
。

令
和
７
年
度
は
約
八
千
百
万
円
の
改
修
を

見
込
み
、
令
和
８
年
度
も
同
程
度
を
予
定
。

　

小
・
中
学
校
の
芸
術
鑑
賞
補
助
金
が

令
和
元
年
に
廃
止
さ
れ
、
学
校
独
自
の
活

動
に
使
え
る
補
助
金
も
減
額
さ
れ
て
一
校

僅
か
四
万
円
。
子
ど
も
た
ち
が
学
校
で
一

流
の
文
化
芸
術
に
触
れ
る
機
会
を
保
障
す

る
た
め
の
予
算
と
支
援
体
制
が
必
要
で
は

答　

各
学
校
が
教
育
活
動
全
体
の
バ
ラ
ン

ス
を
図
り
な
が
ら
、
主
体
的
に
教
育
課
程

を
編
成
す
る
中
で
、
児
童
・
生
徒
の
文
化

芸
術
に
触
れ
る
機
会
を
設
け
て
い
る
。

　

水
路
に
お
け
る
水
位
監
視
に
つ
い
て
、

本
市
は
、
平
成
５
年
度
か
ら
水
門
遠
隔
化

と
自
動
化
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
る
。

現
在
、
二
十
二
カ
所
の
水
門
は
経
験
測
で

の
遠
隔
操
作
、
十
一
カ
所
は
水
位
計
に
よ

る
自
動
開
閉
、
そ
の
他
の
多
く
は
現
地
で

の
手
動
に
よ
る
開
閉
。
水
位
の
監
視
能
力

強
化
に
向
け
て
取
り
組
む
べ
き
こ
と
は
、

二
十
二
カ
所
へ
の
水
位
カ
メ
ラ
設
置
、
Ａ

Ｉ
に
よ
る
正
確
な
水
位
把
握
と
手
動
式
水

門
の
遠
隔
化
や
自
動
化
の
促
進
で
は

答　

水
位
の
監
視
能
力
の
強
化
に
つ
な
が

る
水
位
カ
メ
ラ
設
置
は
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
水
路
内
の
状
況
が
確
認
で
き
る
な
ど
の

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
Ａ
Ｉ
の
活
用
が
図
れ

れ
ば
、
降
雨
状
況
に
応
じ
た
正
確
な
水
位

予
測
や
操
作
を
行
う
職
員
の
負
担
軽
減
な

ど
が
期
待
で
き
る
。
な
が
の
治
水
対
策
研

究
会
で
は
、
長
野
高
専
が
独
自
に
開
発
し

た
水
位
計
と
カ
メ
ラ
が
一
体
化
し
た
水
位

監
視
シ
ス
テ
ム
の
社
会
実
装
に
向
け
て
研

究
を
進
め
て
お
り
、
大
多
数
の
手
動
式
水

門
の
遠
隔
化
や
自
動
化
の
促
進
は
浸
水
被

害
の
軽
減
の
み
な
ら
ず
、
農
業
従
事
者
や

市
職
員
の
負
担
軽
減
に
も
つ
な
が
る
た
め
、

調
査
・
研
究
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

長
野
赤
十
字
病
院
新
病
院
建
設
に
つ

い
て
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
現
在
の
進
捗

状
況
、
ま
た
、
本
市
の
今
ま
で
の
支
援
と

今
後
の
支
援
の
方
向
性
を
伺
う

答　

現
病
院
は
建
築
以
来
四
十
二
年
が
経

過
し
、
平
成
26
年
に
新
病
院
基
本
構
想
を

策
定
し
、
検
討
が
本
格
化
。
平
成
29
年
に

は
病
院
と
本
市
で
建
て
替
え
検
討
会
議
を

設
置
し
、
令
和
２
年
に
建
設
予
定
地
を
若

里
多
目
的
広
場
と
し
、
令
和
４
年
に
日
赤

本
社
が
承
認
し
て
建
設
が
決
定
し
た
。
令

和
８
年
１
月
６
日
に
は
新
病
院
基
本
計
画

を
日
赤
本
社
で
承
認
。
鉄
骨
造
り
八
階
建

て
の
免
震
構
造
で
診
療
科
は
三
十
八
科
、

病
床
数
は
五
百
六
十
五
床
。
令
和
９
年
度

末
に
工
事
に
着
手
し
、
開
院
は
令
和
12
年

度
末
の
見
通
し
。
本
市
の
支
援
は
、
令
和

５
年
に
締
結
し
た
包
括
基
本
協
定
で
、
建

て
替
え
に
必
要
な
財
政
支
援
、
用
地
の
貸

し
付
け
、
代
替
駐
車
場
の
確
保
と
な
っ
て

い
る
。
今
後
、
長
野
赤
十
字
病
院
は
本
市

や
北
信
地
域
に
お
い
て
中
核
を
な
す
病
院

で
あ
り
、
重
要
か
つ
不
可
欠
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
県
・
関
係
市
町
村
と
連
携
、
協
力

し
な
が
ら
、
新
病
院
建
設
に
対
す
る
支
援

を
検
討
し
て
い
く
。

　

長
野
運
動
公
園
と
南
長
野
運
動
公
園

を
、
朝
市
マ
ル
シ
ェ
の
場
と
し
て
市
民
に

開
放
し
、
交
流
促
進
と
地
域
経
済
活
性
化

を
図
る
取
り
組
み
を
進
め
ら
れ
な
い
か

答　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
の
絆
の
強

化
や
、
様
々
な
世
代
が
気
軽
に
交
流
で
き

る
場
の
創
出
の
た
め
、
大
変
有
効
と
考
え

る
。
今
後
、
指
定
管
理
者
等
と
連
携
し
、

施
設
の
有
効
活
用
を
図
っ
て
い
く
。

　

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
動
画
な
ど
を
活
用
し

た
広
報
戦
略
を
強
化
す
べ
き
で
は

答　

行
政
か
ら
の
お
知
ら
せ
に
と
ど
め
ず
、

視
聴
者
の
関
心
事
項
や
反
応
を
分
析
し
、

最
後
ま
で
関
心
を
も
っ
て
見
て
も
ら
え
る

構
成
の
追
求
を
図
り
、
よ
り
効
果
的
な
運

用
に
努
め
て
い
く
。

　

堤
防
強
化
工
事
期
間
中
の
朝
陽
地
区

内
の
通
学
路
や
生
活
道
路
の
安
全
確
保
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か

答　

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
設
置
や
注
意
喚

起
標
識
の
設
置
等
を
検
討
。
ま
た
、
速
度

抑
制
や
車
両
進
入
制
限
等
の
交
通
規
制
に

つ
い
て
も
警
察
と
協
議
し
、
ハ
ー
ド
・
ソ

フ
ト
両
面
で
安
全
確
保
を
図
っ
て
い
る
。

改
革
ネ
ッ
ト

鈴
木
　
洋
一

新
友
会

西
沢
　
利
一

無
所
属

山
﨑 

裕
子

公
明
党

浅
川 

　
徹

個人質問

個人質問

個人質問

個人質問
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用 語
解 説

※�５　胎児心エコー検査…胎児の先天性心疾患の有無を診断するため、妊婦の腹部に超音波を当て、胎児の心臓を詳細に調べる検査
のこと。
※�６　ロジックモデル…政策の遂行により、政策課題が解決されるまでの論理的な道筋を、体系的に図示したもの。事業の設計図に
例えられる。

　

性
的
同
意
に
つ
い
て
、
刑
法
改
正
で
、

ア
ル
コ
ー
ル
の
影
響
下
な
ど
「
同
意
し
な

い
意
思
を
表
明
す
る
こ
と
が
困
難
な
状

態
」
で
の
行
為
、
同
意
の
な
い
性
行
為
は

明
確
に
犯
罪
と
な
っ
た
。
本
市
の
教
育
現

場
で
の
取
り
組
み
を
伺
う

答　

性
に
関
わ
る
教
育
は
、
児
童
・
生
徒

の
命
と
人
権
を
守
る
上
で
重
要
な
教
育
内

容
と
認
識
し
て
い
る
。
学
習
指
導
要
領
で

は
、
児
童
・
生
徒
が
性
に
関
し
て
正
し
く

理
解
し
、
適
切
に
行
動
を
取
れ
る
こ
と
を

目
的
に
指
導
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
お
り
、

発
達
段
階
に
応
じ
て
、
生い

の
ち命

の
安
全
教
育

の
取
り
組
み
が
推
進
で
き
る
よ
う
、
指
導

手
引
等
を
周
知
し
、
各
校
の
実
情
に
応
じ

て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

文
部
科
学
省
が
全
国
で
進
め
る
生
命

の
安
全
教
育
は
、
教
材
を
見
直
し
新
た
に

性
的
同
意
を
明
記
す
る
。
し
か
し
、
こ
の

教
材
を
活
用
し
て
い
る
学
校
は
全
学
校
数

の
一
四
・
八
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
本

市
で
は
こ
の
教
材
を
活
用
し
て
い
る
の
か

答　

令
和
７
年
度
の
実
施
状
況
は
、
県
で

は
小
・
中
学
校
で
一
六
・
六
％
、
高
校
で

は
八
・
三
％
と
承
知
し
て
い
る
。

　

総
合
計
画
は
市
民
に
と
っ
て
何
で
あ

る
か
。
ま
た
、
多
く
の
市
職
員
の
関
与
で

策
定
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
が

答　

共
に
協
力
し
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
を
果
た
し
て
い
く
新
た
な
公
共
の
あ
り

方
を
示
唆
す
る
も
の
。
策
定
段
階
か
ら
職

員
が
計
画
に
関
わ
る
接
点
を
増
や
し
、
内

容
理
解
を
深
め
、
取
り
組
み
を
進
め
る
。

　

松
代
地
区
の
文
化
施
設
を
活
用
し
た

ま
ち
づ
く
り
へ
の
考
え
は

答　

文
化
財
が
適
切
に
守
ら
れ
、
民
間
活

力
を
取
り
入
れ
た
持
続
可
能
な
施
設
運
営

を
通
じ
て
、
歴
史
文
化
資
源
を
核
と
し
て
、

そ
の
価
値
を
最
大
限
に
生
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
着
実
に
進
め
る
。

　

新
年
度
予
算
案
で
は
、
胎※

５

児
心
エ
コ

ー
検
査
費
用
助
成
が
予
算
化
さ
れ
た
が
、

事
業
内
容
と
見
込
ま
れ
る
効
果
は

答　

検
査
を
自
費
で
受
診
し
た
場
合
に
検

査
費
用
を
助
成
す
る
。
身
近
な
医
療
機
関

で
心
疾
患
の
早
期
発
見
の
可
能
性
が
高
ま

り
、
出
産
前
か
ら
専
門
施
設
と
連
携
で
き
、

出
生
後
、
早
期
に
適
切
な
治
療
に
つ
な
ぐ

こ
と
で
、
救
命
率
の
向
上
に
つ
な
が
る
。

　

特
別
豪
雪
地
帯
の
戸
隠
・
鬼
無
里
地

区
で
の
屋
根
の
雪
下
ろ
し
や
住
宅
除
雪
支

援
員
へ
の
支
援
拡
充
、
本
市
の
克
雪
住
宅

整
備
事
業
補
助
金
の
対
象
拡
充
は
ど
う
か

答　

令
和
７
年
９
月
か
ら
、
雪
下
ろ
し
型

克
雪
住
宅
整
備
事
業
補
助
金
の
補
助
率
を

二
分
の
一
か
ら
三
分
の
二
に
、
補
助
金
上

限
を
八
万
円
か
ら
二
十
万
円
に
引
き
上
げ

た
。
ま
た
、
令
和
８
年
度
か
ら
は
、
支
援

員
報
酬
を
時
給
二
千
円
か
ら
二
千
七
百
円

に
増
額
す
る
。
こ
れ
ま
で
同
補
助
金
の
対

象
を
、
戸
隠
・
鬼
無
里
地
区
の
非
課
税
世

帯
の
一
部
と
し
て
き
た
が
、
そ
の
区
分
を

な
く
し
、
両
地
区
の
全
世
帯
に
拡
大
す
る
。

　

本
市
の
行
政
評
価
の
運
用
に
つ
い
て
、

現
在
の
課
題
は

答　

行
政
が
行
う
事
業
の
中
に
は
成
果
を

数
値
で
適
切
に
表
す
こ
と
が
難
し
い
も
の

も
少
な
く
な
い
。
評
価
が
形
式
的
な
作
業

に
と
ど
ま
り
、
評
価
の
事
務
作
業
が
職
員

の
負
担
に
な
っ
て
い
る
こ
と
等
が
課
題
。

　

ロ※
6

ジ
ッ
ク
モ
デ
ル
と
い
う
考
え
方
に

つ
い
て
、
市
の
認
識
は

答　

限
ら
れ
た
財
源
や
人
的
資
源
を
有
効

に
活
用
し
、
政
策
の
効
果
を
最
大
限
に
引

き
出
す
こ
と
を
可
能
と
し
、
行
政
経
営
の

質
を
高
め
る
メ
リ
ッ
ト
と
価
値
が
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
市
民
と
と
も
に
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
の
有
効
な
手
法
の
一

つ
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
の
市
の
計
画
に
お
い
て
、
ロ
ジ

ッ
ク
モ
デ
ル
を
活
か
す
考
え
は

答　

本
市
の
過
去
の
例
で
は
、
要
素
を
漏

れ
な
く
論
理
的
に
整
理
す
る
こ
と
の
難
し

さ
も
実
感
し
た
。
あ
く
ま
で
手
段
で
、
そ

の
有
効
性
や
実
務
上
の
課
題
を
認
識
し
た

上
で
、
関
係
部
局
と
も
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
活
用
を
含
め
て
検
討
し
て
い
く
。

新
友
会

手
塚 

秀
樹

新
友
会

和
田 

一
成

共
産
党

滝
沢 

真
一

次
世
代
長
野

内
藤 

武
道

個人質問

個人質問

個人質問

個人質問

命
綱
固
定
ア
ン
カ
ー
を
使
用
し
た
鬼
無
里
地
区

雪
か
き
道
場
の
様
子
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戸
籍
等
の
不
正
取
得
に
よ
る
実
被
害

防
止
の
観
点
か
ら
、
事
前
登
録
制
に
よ
る

本
人
通
知
制
度
の
検
討
を
求
め
る
が

答　

事
前
登
録
制
も
含
め
て
検
討
す
る
。

　

広
島
市
で
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
の
共

催
で
バ
ス
ド
ラ
イ
バ
ー
フ
ェ
ア
を
開
催
し

た
。
長
野
市
か
ら
も
事
業
者
に
声
を
か
け

る
と
と
も
に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
イ
ベ
ン

ト
開
催
の
協
力
を
依
頼
し
て
は
ど
う
か

答　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
も
運
転
手
確
保

に
向
け
た
協
力
の
申
し
出
が
あ
る
の
で
、

様
々
な
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
事
業
者
と

と
も
に
取
り
組
み
を
継
続
し
、
持
続
可
能

な
公
共
交
通
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　

子
ど
も
を
性
被
害
か
ら
守
る
対
策
は
、

部
局
ご
と
施
設
ご
と
で
講
じ
て
い
る
が
、

関
係
部
局
が
集
ま
り
情
報
共
有
す
る
こ
と

で
、
よ
り
有
効
な
取
り
組
み
を
広
げ
ら
れ

る
と
考
え
る
。
今
後
ど
う
取
り
組
む
か

答　

関
係
部
局
で
取
り
組
み
状
況
を
共
有

し
、
保
護
者
や
子
ど
も
が
安
心
し
て
施
設

等
を
利
用
で
き
る
よ
う
、
子
ど
も
へ
の
性

暴
力
防
止
に
関
す
る
周
知
・
啓
発
や
情
報

発
信
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
施
設
は
長
野
市

の
イ
メ
ー
ジ
の
中
核
的
存
在
。
エ
ム
ウ
ェ

ー
ブ
の
通
年
利
用
や
大
会
誘
致
、
競
技
環

境
の
整
備
、
体
験
型
メ
ニ
ュ
ー
や
施
設
周

遊
な
ど
の
仕
掛
け
で
有
効
活
用
を
。
施
設

を
観
光
や
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
ど
う
生
か
し

て
い
く
の
か
、
市
の
考
え
は

答　

本
市
を
象
徴
す
る
重
要
な
観
光
資
源
。

旅
の
目
的
地
と
な
る
魅
力
の
発
信
に
努
め
、

関
係
団
体
と
活
用
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

答　

策
定
中
の
基
本
戦
略
に
基
づ
き
、
大

規
模
施
設
の
活
用
を
含
め
、
新
た
な
大
会

の
開
催
も
協
議
し
実
現
に
向
け
検
討
す
る
。

　

令
和
５
年
12
月
定
例
会
で
質
問
し
た

三
才
南
郷
連
絡
道
路
の
建
設
計
画
に
つ
い

て
、
交
通
量
調
査
や
県
と
の
協
議
の
進し

ん

捗ち
ょ
く

状
況
、
ま
た
、
今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
の
か
、
市
の
見
解
は

答　

三
才
交
差
点
や
田
子
川
沿
い
の
市
道

で
調
査
を
実
施
。
県
と
は
本
年
１
月
に
協

議
し
、
市
の
考
え
を
説
明
し
た
。
今
後
は
、

現
状
の
検
証
と
整
備
時
の
交
通
量
変
化
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
。
早
期
に
整
備

方
針
を
示
せ
る
よ
う
、
県
や
関
係
機
関
と

の
協
議
を
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
進
め
る
。

　

市
外
へ
転
出
し
た
若
年
層
に
対
し
、

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
就
職
を
促
す
た
め
、
接
点

を
継
続
的
に
維
持
す
る
仕
組
み
は

答　

首
都
圏
在
住
の
学
生
や
移
住
希
望
者

等
と
「
ナ
ガ
ノ
の
シ
ゴ
ト
博
」
を
開
催
し

て
い
る
が
、
単
発
で
終
わ
っ
て
い
る
た
め
、

こ
の
つ
な
が
り
を
次
に
生
か
し
た
い
。

　

横
断
歩
道
に
全
天
候
対
応
型
貼
付
式

路
面
標
示
材
、
歩
道
橋
に
新
た
な
融
雪
設

備
が
県
内
初
導
入
。
最
新
技
術
の
導
入
事

例
を
踏
ま
え
、
安
全
対
策
を
推
進
す
べ
き

答　

先
進
的
な
安
全
対
策
や
新
技
術
の
調

査
・
研
究
を
進
め
、
導
入
を
検
討
す
る
。

　

令
和
８
年
度
予
算
編
成
で
特
に
力
を

入
れ
た
取
り
組
み
は
何
か

答　

国
の
無
償
化
の
対
象
と
な
ら
な
い
３

歳
未
満
児
に
つ
い
て
、
第
二
子
以
降
の
保

育
料
の
無
償
化
を
実
施
し
、
子
育
て
家
庭

の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
。
公
共
交

通
に
つ
い
て
は
民
間
事
業
者
と
連
携
し
、

新
た
な
運
行
形
態
の
構
築
に
向
け
た
研
究

を
進
め
、
将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
公

共
交
通
の
確
保
に
向
け
た
計
画
を
策
定
す

る
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
百
万
人
誘
致
を
め
ざ

し
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
強
化
や
受
け
入
れ

環
境
整
備
を
行
う
ほ
か
、
産
業
団
地
開
発
、

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
誘
致
な
ど
、
強
く
し
な

や
か
な
地
域
経
済
の
構
築
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
。
防
災
・
減
災
対
策

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
安
全
・

安
心
対
策
に
取
り
組
み
、
将
来
に
わ
た
り

選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
。

　

め
の
う
山
山
頂
へ
の
展
望
レ
ス
ト
ラ

ン
等
、
新
し
い
戦
略
の
構
想
は

答　

提
案
の
趣
旨
を
重
く
受
け
止
め
、
戸

隠
観
光
全
体
の
活
性
化
だ
け
で
な
く
、
民

間
活
力
の
導
入
可
能
性
な
ど
、
多
角
的
な

視
点
か
ら
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

公
明
党

藤
澤
　
紀
子

新
友
会

本
木
　 

晋

改
革
ネ
ッ
ト

原
　
よ
う
こ

新
友
会

宮
崎
　
治
夫

個人質問

個人質問

個人質問

個人質問

県内で初めて若里地区に導入された、降雨・夜間に
優れた反射効果を発揮する路面標示材（右写真）と
新たな融雪設備
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市政に関する質問の要旨

　

本
市
農
業
の
高
齢
化
と
後
継
者
不
足

を
ど
う
分
析
し
て
い
る
か
。
重
点
施
策
と

Ｊ
Ａ
と
の
役
割
分
担
を
ど
う
整
理
す
る
か

答　

個
人
の
農
業
者
の
減
少
は
避
け
て
通

れ
な
い
。
今
後
は
法
人
な
ど
が
受
け
皿
と

な
っ
て
地
域
農
業
を
支
え
て
い
く
傾
向
が

主
流
と
分
析
。
市
と
Ｊ
Ａ
の
連
携
を
強
化

し
、
持
続
的
な
発
展
を
支
え
て
い
く
。

　

多
子
世
帯
や
乳
幼
児
家
庭
が
子
ど
も

を
見
守
り
な
が
ら
、
各
種
申
請
を
市
役
所

内
の
同
一
空
間
で
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
窓

口
環
境
の
工
夫
を
検
討
し
て
は
ど
う
か

答　

多
く
の
方
が
お
越
し
に
な
る
総
合
窓

口
の
フ
ロ
ア
内
で
、
子
ど
も
を
見
守
り
な

が
ら
手
続
き
が
で
き
る
環
境
を
ど
の
よ
う

に
整
備
で
き
る
か
検
討
す
る
。
オ
ン
ラ
イ

ン
申
請
も
、
ぜ
ひ
利
用
し
て
も
ら
い
た
い
。

　

市
内
の
祭
事
や
神
楽
を
映
像
や
音
声

を
含
め
て
体
系
的
に
記
録
し
、
将
来
に
向

け
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
図
っ
て
は
ど
う
か

答　

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
は
、
次
世
代
へ
継

承
し
て
い
く
上
で
有
効
な
手
段
と
考
え
る
。

デ
ー
タ
の
効
率
的
な
整
理
、
保
存
方
法
も

含
め
て
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　

令
和
元
年
東
日
本
台
風
災
害
以
降
、

豊
野
地
区
で
は
住
宅
跡
地
が
資
材
置
き
場

等
と
し
て
利
用
さ
れ
、
騒
音
や
安
全
面
へ

の
懸
念
か
ら
地
域
住
民
と
の
間
で
摩
擦
が

生
じ
て
い
る
。
住
宅
地
に
お
け
る
資
材
置

き
場
等
の
利
用
に
つ
い
て
は
明
確
な
規
制

が
な
く
、
既
存
の
法
令
の
枠
組
み
で
は
十

分
に
対
応
で
き
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
被

災
地
の
再
生
は
建
物
の
再
建
だ
け
で
な
く
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
を
守
る
視
点
が

重
要
。
住
宅
地
の
良
好
な
環
境
維
持
の
た

め
、
資
材
置
き
場
等
の
利
用
に
つ
い
て
、

一
定
程
度
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
規
制
ル
ー

ル
を
検
討
す
る
考
え
は

答　

建
屋
の
な
い
開
放
型
事
業
所
で
は
、

機
械
設
備
が
な
い
、
ま
た
、
建
設
作
業
に

あ
た
ら
な
い
た
め
、
長
野
市
公
害
防
止
条

例
等
の
現
行
法
令
の
規
制
行
為
に
該
当
し

な
い
場
合
が
多
い
。
全
て
の
資
材
置
き
場

が
著
し
い
騒
音
や
振
動
に
よ
り
生
活
環
境

を
害
す
る
と
は
言
え
ず
、
住
民
合
意
を
義

務
付
け
る
な
ど
、
一
律
に
規
制
す
る
こ
と

は
慎
重
に
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
。
し
か

し
、
良
好
な
生
活
環
境
の
確
保
へ
の
思
い

を
し
っ
か
り
受
け
止
め
、
真し

ん

摯し

な
指
導
に

よ
り
生
活
環
境
の
保
全
に
努
め
る
。

　

本
市
は
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
都

市
で
、
市
長
は
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
だ
。
ミ
ラ

ノ
・
コ
ル
テ
ィ
ナ
大
会
が
終
わ
っ
た
今
こ

そ
、
長
野
市
の
強
み
を
生
か
し
、
ア
ト
ラ

ン
タ
や
シ
ド
ニ
ー
な
ど
過
去
の
開
催
都
市

と
連
携
し
て
、
次
の
世
代
を
担
う
子
ど
も

た
ち
に
希
望
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
な
交
流

を
提
案
す
る
が

答　

長
年
培
っ
て
き
た
姉
妹
都
市
、
友
好

都
市
と
の
交
流
の
実
績
を
生
か
し
、
子
ど

も
た
ち
に
夢
と
希
望
を
届
け
る
取
り
組
み

を
着
実
に
進
め
て
い
く
。

答　

私
は
ス
キ
ー
選
手
と
し
て
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
も
つ
世
界
を
一
つ
に
す
る
力
を

肌
で
感
じ
て
き
た
。
世
界
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

都
市
連
合
の
枠
組
み
の
中
で
連
携
し
、
子

ど
も
た
ち
の
夢
を
育
て
る
取
り
組
み
や
国

際
交
流
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
誘
客
に
つ
な
が
る
意
見
交
換
な
ど

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

令
和
８
年
度
以
降
の
給
食
費
の
無
償

化
に
つ
い
て
、
市
の
考
え
は

答　

新
た
に
交
付
さ
れ
る
（
仮
称
）
給
食

費
負
担
軽
減
交
付
金
を
活
用
し
な
が
ら
、

令
和
８
年
度
以
降
も
継
続
し
て
い
く
。

　

本
市
が
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
候
補

地
と
し
て
再
び
立
候
補
し
て
も
お
か
し
く

な
い
と
感
じ
て
い
る
が
、
冬
季
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
で
二
個
の
金
メ
ダ
ル
を
も
つ
荻
原
市

長
に
伺
う

答　

二
〇
三
〇
年
は
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ル
プ

ス
地
域
、
二
〇
三
四
年
は
ア
メ
リ
カ
の
ソ

ル
ト
レ
イ
ク
シ
テ
ィ
に
決
定
し
、
二
〇
三

八
年
の
開
催
地
決
定
に
関
し
て
は
、
国
際

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
）
が
ス

イ
ス
と
優
先
対
話
を
行
う
こ
と
が
決
定
し

て
お
り
、
ス
イ
ス
開
催
の
可
能
性
が
極
め

て
高
い
状
況
。
一
方
、
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
委
員
会
（
Ｊ
Ｏ
Ｃ
）
の
橋
本
聖
子
会
長

は
、
２
月
22
日
に
ミ
ラ
ノ
の
メ
デ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
で
記
者
会
見
し
、「
国
内
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
が
自
国
開
催
を
め
ざ
す

の
は
当
然
。
前
向
き
に
機
運
醸
成
に
つ
な

が
れ
ば
い
い
」
と
の
発
言
を
し
て
い
る
。

本
市
と
し
て
は
、
Ｊ
Ｏ
Ｃ
パ
ー
ト
ナ
ー
都

市
と
し
て
、
ま
た
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

都
市
と
し
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ム
ー
ブ
メ

ン
ト
の
推
進
に
引
き
続
き
取
り
組
み
な
が

ら
、
今
後
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
や
Ｊ
Ｏ
Ｃ
、
そ
し
て

現
在
、
招
致
活
動
を
停
止
し
て
い
る
札
幌

市
な
ど
の
動
き
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

新
友
会

青
木
　
敏
明

無
所
属

山
﨑 

昭
夫

新
友
会

山
岸
　
　
晃

新
友
会

箱
山
　
正
一

個人質問

個人質問

個人質問

個人質問
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※�7　わかさぽＢａｓｅ…施設や里親家庭等での生活を経験した若者の孤立を防ぎ、必要な支援に適切につなぐため、長野県社会福祉
協議会が開設した自立支援拠点。親を頼れない若者たちの、住まい、仕事、お金等の困りごとを受け止め、安心できる居場所をつ
くり、関係機関と連携して若者たちの自立を支援する。

※�８　スマートシュリンク…賢く縮むことを意味し、自治体が人口減少を前提に予算や公共サービスのあり方を見直して、住民の生
活の質を維持しつつインフラや公共サービスを縮小し、持続可能性を高めていく考え方のこと。

　

茶
臼
山
動
物
園
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
か
ら
新
た
な
ウ
ォ
ン
バ
ッ
ト
を
招
致
す

べ
き
と
考
え
る
が

答　

現
在
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
動
物
園

と
交
渉
を
進
め
て
い
る
。
国
や
関
係
機
関

へ
協
力
要
請
を
行
い
、
一
日
も
早
く
お
披

露
目
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
く
。

　

困
難
を
抱
え
る
若
者
へ
の
支
援
を
市

の
重
要
な
若
者
政
策
の
一
つ
と
し
て
制
度

的
、
財
政
的
に
支
え
る
べ
き
。
県
設
置
の

「
わ※

７

か
さ
ぽ
Ｂ
ａ
ｓ
ｅ
」
と
連
携
し
つ
つ
、

本
市
と
し
て
支
援
の
拠
点
を
整
備
し
て
は

答　

関
係
機
関
と
連
携
し
た
支
援
の
取
り

組
み
を
進
め
な
が
ら
、
若
者
の
居
場
所
に

つ
い
て
の
調
査
で
ニ
ー
ズ
等
を
把
握
し
、

そ
の
中
で
検
討
す
る
。

　

賢
く
縮
む
と
い
う
ス※

８

マ
ー
ト
シ
ュ
リ

ン
ク
に
つ
い
て
、
市
長
の
所
見
は

答　

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
都
市
・

生
活
機
能
の
集
積
な
ど
ス
マ
ー
ト
シ
ュ
リ

ン
ク
の
考
え
方
に
つ
な
が
る
。
社
会
構
造

を
時
代
に
合
わ
せ
て
変
え
て
い
く
き
っ
か

け
と
し
て
人
口
減
少
を
前
向
き
に
捉
え
、

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

　

信
州
新
町
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
跡

地
で
基
準
値
を
超
え
た
鉛
が
検
出
さ
れ
た
。

廃
棄
物
に
原
因
が
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き

な
い
。
残
置
物
の
搬
出
状
況
は

答　

当
初
は
昨
年
末
で
全
量
撤
去
の
計
画

だ
っ
た
が
、
進し

ん

捗ち
ょ
く

に
伴
い
廃
棄
物
の
全
量

が
増
え
た
と
報
告
を
受
け
た
た
め
、
終
了

予
定
日
を
５
月
31
日
に
変
更
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
へ
子
ど
も
の
権
利
条
例

を
普
及
、
周
知
す
る
た
め
の
ポ
ス
タ
ー
・

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
作
成
の
計
画
は
。

ま
た
、
市
長
の
附
属
機
関
と
し
て
公
正
中

立
な
立
場
で
子
ど
も
の
相
談
・
救
済
を
行

う
第
三
者
機
関
で
あ
る
子
ど
も
オ
ン
ブ
ズ

パ
ー
ソ
ン
の
設
置
に
向
け
た
進
捗
状
況
は

答　

子
ど
も
の
権
利
や
条
例
に
つ
い
て
説

明
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
を
進
め
て

い
る
。
子
ど
も
た
ち
が
理
解
し
や
す
い
よ

う
内
容
や
表
現
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
面
も
工
夫

す
る
。
子
ど
も
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
の
組

織
は
公
平
性
や
独
立
性
が
担
保
さ
れ
る
よ

う
、
行
政
組
織
の
相
談
窓
口
と
は
別
に
設

け
る
。
も
ん
ぜ
ん
ぷ
ら
座
内
に
（
仮
称
）

子
ど
も
の
権
利
相
談
室
を
設
置
す
る
こ
と

と
し
、
部
屋
の
準
備
等
を
進
め
て
い
る
。

　

健
康
ポ
イ
ン
ト
や
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

商
品
券
、
子
育
て
世
帯
給
付
金
な
ど
を
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
連
携
し
た
ア
プ

リ
と
し
て
導
入
し
て
は
ど
う
か

答　

自
治
体
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
投
入
や
市

民
生
活
を
支
援
す
る
緊
急
対
策
給
付
金
支

給
が
可
能
と
な
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
拡

大
が
図
ら
れ
る
た
め
、
ア
プ
リ
導
入
に
向

け
た
検
討
を
加
速
す
る
よ
う
、
庁
内
関
係

部
署
に
指
示
し
た
。
ポ
イ
ン
ト
事
業
は
健

康
増
進
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
エ

コ
活
動
等
へ
の
展
開
も
可
能
で
、
行
政
施

策
と
幅
広
く
連
携
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。

単
に
ポ
イ
ン
ト
ア
プ
リ
の
導
入
だ
け
で
な

く
、
行
政
な
ら
で
は
の
ポ
イ
ン
ト
事
業
を

通
じ
て
市
政
へ
の
住
民
参
加
促
進
、
災
害

時
の
避
難
所
運
営
管
理
に
も
ア
プ
リ
の
活

用
が
見
込
め
る
。
導
入
に
向
け
た
検
討
を

進
め
、
本
市
施
策
の
充
実
を
図
り
、
市
民

満
足
度
や
幸
福
度
の
向
上
に
取
り
組
む
。

　
（
仮
称
）
朝
陽
総
合
市
民
セ
ン
タ
ー

建
設
の
実
施
時
期
は

答　

庁
内
関
係
部
局
と
の
調
整
協
議
を
加

速
し
、
公
共
施
設
個
別
施
設
計
画
期
間
後

期
の
早
い
時
期
に
示
せ
る
よ
う
努
め
る
。

　

小
・
中
学
校
に
お
け
る
オ
ン
ラ
イ
ン

活
用
へ
の
支
援
を
一
層
充
実
さ
せ
て
い
く

こ
と
に
つ
い
て
、
市
の
考
え
は

答　

一
人
一
台
端
末
を
活
用
し
た
、
よ
り

効
果
的
な
授
業
実
施
を
支
援
す
る
た
め
、

教
師
側
で
児
童
・
生
徒
の
端
末
を
管
理
、

制
御
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
進
め
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
ト
イ
レ

ト
レ
ー
ラ
ー
を
設
置
し
、
展
示
だ
け
で
は

な
く
実
際
に
市
民
に
利
用
し
て
も
ら
い
、

防
災
に
つ
い
て
の
考
え
を
も
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か

答　

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
や
防
災
訓
練
な

ど
多
く
の
人
が
集
う
機
会
に
、
実
際
に
利

用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
検
討
を
進
め
る
。

　

Ｂ

−

１
地
区
の
再
開
発
に
よ
っ
て
長

野
市
や
長
野
市
民
が
受
け
る
恩
恵
は

答　

に
ぎ
わ
い
の
あ
る
町
な
か
が
形
成
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
訪
問
者
の
増
加
等
に

よ
る
企
業
収
益
の
増
加
に
伴
う
法
人
市
民

税
の
増
収
、
雇
用
の
創
出
や
所
得
の
向
上

等
に
伴
う
個
人
住
民
税
の
増
収
、
ま
た
、

地
価
の
上
昇
に
伴
う
固
定
資
産
税
、
都
市

計
画
税
の
さ
ら
な
る
増
収
が
考
え
ら
れ
る
。

共
産
党

黒
沢 

清
一

新
友
会

西
脇
か
お
る

公
明
党

松
井
　
英
雄

次
世
代
長
野

木
村
け
い
た

個人質問

個人質問

個人質問

個人質問
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※�９　みどりの食料システム戦略…調達から生産、加工、流通、消費に至るまでの食料システムを持続可能なものとするため、2050
年までの中長期的な観点で、環境負荷低減を図りながら、食料・農林水産業の生産性向上と持続性の両立をめざし、国が策定した
戦略。

　

産
業
立
地
ビ
ジ
ョ
ン
の
候
補
地
で
、

農
業
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
を
活
用
す

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か

答　

今
年
度
、
先
行
し
て
農
地
や
担
い
手

情
報
な
ど
の
集
約
、
見
え
る
化
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
農
地
集
約
化
の
施
策
を
さ
ら

に
推
進
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

住
民
説
明
会
に
は
、
所
管
課
だ
け
で

な
く
関
係
す
る
所
管
職
員
も
同
席
し
、
住

民
不
安
や
疑
問
に
適
切
に
対
応
す
べ
き

答　

地
元
へ
の
説
明
に
お
い
て
は
、
関
係

部
局
と
連
携
し
、
個
々
の
事
情
を
丁て

い

寧ね
い

に

お
聴
き
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

　

産
業
立
地
を
進
め
る
に
あ
た
り
周
辺

住
民
に
も
理
解
を
得
る
こ
と
が
重
要
で
は

答　

周
辺
住
民
に
も
説
明
会
を
開
催
し
、

丁
寧
な
説
明
を
心
が
け
、
そ
の
他
関
係
す

る
方
々
と
も
対
話
し
な
が
ら
進
め
る
。

　

産
業
立
地
ビ
ジ
ョ
ン
を
ど
の
よ
う
に

成
功
に
導
い
て
い
く
か

答　

将
来
に
わ
た
り
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
、
市
役
所
全
体
が
一
つ
の

チ
ー
ム
と
な
っ
て
進
め
て
い
く
。

　

国
内
か
ら
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
パ
ン
ダ
が

い
な
く
な
っ
た
今
、
茶
臼
山
動
物
園
の
看

板
動
物
の
レ
ッ
サ
ー
パ
ン
ダ
を
、
集
客
の

柱
と
し
て
戦
略
的
に
活
用
し
て
は
ど
う
か

答　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
へ
の
投
稿
は
、
飼
育
の
舞
台

裏
や
飼
育
員
の
専
門
知
識
を
織
り
交
ぜ
た

付
加
価
値
の
高
い
コ
ン
テ
ン
ツ
へ
転
換
す

る
。
雪
の
中
で
活
動
す
る
レ
ッ
サ
ー
パ
ン

ダ
を
積
極
的
に
投
稿
す
る
こ
と
や
、
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
茶
太
郎
を
メ
イ

ン
と
し
た
商
品
開
発
や
グ
ッ
ズ
販
売
を
強

化
す
る
こ
と
で
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
向
上

を
図
り
、
冬
場
の
入
園
者
増
に
つ
な
げ
て

い
く
。

　

構
築
を
進
め
て
い
る
農
業
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
仕

組
み
で
構
築
、
活
用
さ
れ
て
い
く
の
か

答　

個
別
に
収
集
、
管
理
さ
れ
て
い
た
農

地
・
農
業
に
関
す
る
情
報
を
ク
ラ
ウ
ド
サ

ー
バ
ー
へ
集
約
し
、
農
地
の
地
番
や
面
積
、

所
有
者
や
耕
作
者
な
ど
の
デ
ー
タ
を
既
存

の
地
図
情
報
に
落
と
し
込
み
、
視
覚
化
で

き
る
仕
組
み
と
し
、
見
え
る
化
す
る
も
の
。

将
来
の
農
地
利
用
に
見
通
し
を
つ
け
、
計

画
的
な
集
約
や
活
用
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　

気
候
変
動
に
適
応
し
た
農
業
へ
の
転

換
に
つ
い
て
、
本
市
の
農
業
施
策
の
中
に

ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
て
い
く
の
か

答　

県
な
ど
と
連
携
し
、
高
温
に
適
し
た

品
種
へ
の
転
換
な
ど
、
み※

９

ど
り
の
食
料
シ

ス
テ
ム
戦
略
に
位
置
付
け
ら
れ
た
温
暖
化

対
策
を
推
進
し
、
転
換
に
取
り
組
む
。

　

地
域
防
災
を
担
う
人
材
を
計
画
的
に

育
成
、
配
置
す
る
制
度
を
構
築
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
が

答　

土
砂
災
害
対
応
防
災
訓
練
等
の
事
例

を
参
考
と
し
な
が
ら
、
地
域
特
性
に
も
配

慮
し
た
人
材
育
成
の
取
り
組
み
を
進
め
る
。

　

中
山
間
地
域
の
消
防
団
関
係
者
か
ら
、

山
林
火
災
な
ど
に
も
対
応
す
る
た
め
、
普

通
自
動
車
の
消
防
ポ
ン
プ
車
が
必
要
と
の

意
見
を
伺
っ
た
。
消
防
局
の
見
解
は

答　

消
防
ポ
ン
プ
車
の
機
動
力
や
ポ
ン
プ

能
力
の
高
さ
は
消
火
活
動
に
欠
か
せ
ず
、

中
山
間
地
域
の
山
林
火
災
な
ど
で
大
変
有

効
。
車
両
更
新
は
軽
積
載
車
を
基
本
と
す

る
が
、
消
防
団
と
と
も
に
検
討
し
た
い
。

　

公
共
施
設
個
別
施
設
計
画
で
評
価
・

検
討
を
省
略
さ
れ
た
公
衆
ト
イ
レ
の
改
廃
、

新
設
の
意
思
決
定
は
ど
う
行
う
か

答　

公
衆
ト
イ
レ
の
維
持
管
理
や
廃
止
等

は
、
個
別
施
設
計
画
等
を
参
考
に
内
規
を

作
成
し
て
判
断
す
る
。
新
設
は
、
必
要
性

や
費
用
対
効
果
、
周
辺
住
民
の
理
解
な
ど

を
総
合
的
に
検
討
し
て
判
断
し
た
い
。

　

長
野
市
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
タ
ウ
ン
マ
ッ

プ
の
管
理
、
今
後
の
取
り
扱
い
の
方
針
は

答　

情
報
量
が
膨
大
で
更
新
に
多
額
の
費

用
と
人
員
が
必
要
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ト
イ

レ
等
の
情
報
を
伝
え
る
方
法
と
し
て
何
が

最
適
か
現
状
を
整
理
し
、
令
和
９
年
の
善

光
寺
御
開
帳
に
向
け
方
向
性
を
検
討
す
る
。

新
友
会

桜
井
　
　
篤

新
友
会

加
藤 

英
夫

無
所
属

倉
野 

立
人

改
革
ネ
ッ
ト

東
方
み
ゆ
き

個人質問

個人質問

個人質問

個人質問

レッサーパンダのキントキ君
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3月市議会定例会 本会議全体の録画中継はこちらから➡

　

投
票
は
、
市
民
に
等
し
く
保
障
さ
れ

た
大
切
な
権
利
。
行
き
た
い
け
れ
ど
も
行

け
な
い
と
い
う
状
況
を
少
し
で
も
減
ら
し

て
い
く
た
め
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た

実
効
性
の
あ
る
支
援
策
の
充
実
が
必
要
と

考
え
る
が

答　

地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
実
効
性
の

あ
る
支
援
策
は
大
変
重
要
と
認
識
し
て
い

る
。
国
の
動
向
や
他
の
自
治
体
の
先
進
事

例
な
ど
を
参
考
に
、
本
市
で
実
施
可
能
な

対
策
を
検
討
す
る
。

　

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住
ま
い
の
確
保
、

生
涯
に
わ
た
る
福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

安
定
的
な
提
供
、
そ
し
て
、
地
域
と
の
つ

な
が
り
の
維
持
、
こ
れ
ら
が
切
れ
間
な
く

支
え
ら
れ
る
こ
と
こ
そ
が
、
本
当
の
意
味

で
の
親
な
き
後
の
支
援
。
今
後
の
中
長
期

的
な
方
向
性
は

答　

親
な
き
後
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
ご

本
人
が
安
心
し
て
生
活
を
続
け
ら
れ
る
体

制
を
長
期
に
わ
た
り
継
続
し
て
い
く
こ
と

が
最
も
重
要
な
課
題
。
地
域
生
活
支
援
拠

点
を
よ
り
実
効
的
に
運
用
す
る
た
め
に
、

さ
ら
な
る
見
直
し
が
必
要
。
令
和
８
年
度

か
ら
新
た
な
体
制
の
整
備
を
進
め
る
。

　

市
役
所
の
組
織
全
体
を
ま
と
め
て
こ

ら
れ
た
副
市
長
に
、
こ
れ
か
ら
の
市
役
所

の
あ
る
べ
き
姿
や
方
向
性
に
つ
い
て
伺
う

答　

こ
れ
ま
で
培
わ
れ
た
部
局
や
所
属
単

位
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
か
ら
、
部
局
横
断
的

な
チ
ー
ム
と
し
て
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ
の

意
識
の
変
革
や
、
本
市
の
資
源
を
生
か
し

て
自
主
財
源
を
確
保
し
て
い
く
と
い
っ
た

経
営
感
覚
を
も
ち
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

福
祉
自
動
車
は
協
力
会
員
の
運
転
手

の
な
り
手
不
足
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
が

答　

市
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
、
ご

提
案
の
複
数
地
区
に
よ
る
共
同
運
営
な
ど

を
進
め
、
安
定
的
に
福
祉
移
送
サ
ー
ビ
ス

が
継
続
で
き
る
よ
う
取
り
組
む
。

　

地
域
公
民
館
建
設
等
事
業
補
助
金
の

増
額
が
地
区
よ
り
求
め
ら
れ
て
い
る
が

答　

昨
年
実
施
し
た
公
民
館
へ
の
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
の
結
果
を
受
け
、
増
改
築
補
修

に
係
る
補
助
金
の
総
額
を
前
年
対
比
で
約

二
六
％
増
額
、
新
築
事
業
の
補
助
限
度
額

を
現
在
の
一
千
万
円
か
ら
一
千
三
百
万
円

に
増
額
し
、
令
和
８
年
度
か
ら
適
用
す
る
。

公
明
党

清
水
美
加
子

新
友
会

金
沢 

敦
志

個人質問

個人質問

長野市公式YouTubeチャンネルで、長野市公式YouTubeチャンネルで、
議場の紹介動画を発信中！議場の紹介動画を発信中！

Topic

「市議会ってどんなところ？」
そんな疑問に答える動画が
できました。

若い世代の方や、
まだ議場を見たことがない人
にもオススメ！

スマホでサクッと、
私たちのまちの

「話し合いの舞台」を
のぞいてみませんか？
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◦ＪＲ長野駅前で発生した殺傷事件を受け、警察
等と連携した地域ぐるみの防犯対策が求められる。
住民主体の地域防犯活動がより一層効果的となる
よう、地域防犯体制づくりへの支援を要望した。
◦ふるさと応援寄附事業について、業務委託先と
連携して、経費の削減や、おやきやそばといった
本市特有の特産品を返礼品の柱の一つに据えた積
極的なＰＲ等について検討するよう要望した。
◦現場の第一線から退くベテラン消防職員が増え
る中、消防力維持のために優秀な若手消防職員の
継続確保が重要である。新規採用試験の受験者数

◦農業プラットフォーム構築事業については、農
業者の育成や農業業務の効率化に貢献するだけで
なく、農業者自身が自らの農業の未来を描くため
の有効な手段となることが期待されることから、
事業の積極的な推進を要望した。◦物価高騰対策
緊急事業者支援パッケージ事業については、より
多くの事業者に本事業が活用されるよう、丁

てい

寧
ねい

な
周知と適切な予算執行に努め、地域経済の維持・
活性化につながる取り組みとなるよう要望した。
◦令和８年度に開催されるエンジン01文化戦略会
議は、子どもたちにとっても本物に触れることが
できるイベントであることから、プログラム構成

◦民生委員・児童委員について、さきの12月定例
会で、本委員会から委員が活動しやすい環境整備
への取り組みを要望したところ、市では新年度、
活動費を増額するなど、支援体制を継続するとの
説明があった。しかし、民生委員・児童委員から
は活動に関しての様々な意見があることから、活
動費の柔軟な運用と相談・支援体制の強化につい
て、引き続き、積極的な取り組みを要望した。
◦AYA世代等メンタルヘルスケア対策について、
当市は、全国平均と比べ20代、30代のAYA世代
の自殺者が多いことから、今後、様々な機関とも

◦中心市街地の整備については、都市機能の更新
等が見込める公共性の高い事業であるが、このう
ち、長野駅前Ｂ－１地区の再開発事業を進める準
備組合では、昨今の建設工事費の高騰による事業
採算性への影響などもあり、事業計画の作成や関
係者との調整に時間を要しているため、早期の組
合設立及び事業着手に向け、事業計画に応じた柔
軟かつ適切な支援を行うよう要望した。◦一部特
定公共賃貸住宅の用途変更については、入居資格
に所得要件があり家賃が所得に応じ設定される特
定公共賃貸住宅のうち一部を、所得要件がなく家

常任委員会のうごき
審議結果については、4頁の審議結果一覧を併せて参照ください。

総 務 委 員 会

経済文教委員会

福祉環境委員会

建設企業委員会

令和７年９月に開催された「エンジン01 in 
加賀温泉」の様子

AYA世代へのメンタルヘルス
ケア対策を周知する市のロゴ

ホームページやYouTubeで消防職員
の募集をPRしている

特定公共賃貸住宅の用途変更を行う
川口団地

連携しながら、引き続き、
自殺者を減らす取り組み
を一層推進するよう要望
した。
◦請願第１号については、
賛成少数で不採択とすべ
きものと決定した。

等の充実と積極
的な広報活動を
要望した。◦請
願第2号につい
ては、賛成少数
で不採択とすべ
きものと決した。

賃が定額の定住促進
住宅として活用する
ため、居住者間で家
賃に差が生じること
から、不公平感を生
じさせないため、居
住者へ丁寧な説明を
行うよう要望した。

は伸び悩んでいるが、
市には、各種大会で
結果を残す若手職員
も多数いる。労働環
境の改善や消防職員
としての魅力ややり
がいを積極的にＰＲ
するよう要望した。
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6月市議会定例会　会議予定6月市議会定例会　会議予定
月 火 水 木 金 土 日

6/8 9 10 11 12 13 14

＊「請願」「陳情」を希望する人は開会日までに提出してください。 本会議
会期の決定／議案上程

休会 休会 休会

15 16 17 18 19 20 21

休会 休会 本会議
一般質問〈個人〉

本会議
一般質問〈個人〉

本会議
一般質問〈個人〉／
議案質疑等

休会 休会

22 23 24 25 26 27 28

委員会
福祉環境・建設企業

委員会
総務・経済文教

休会 休会 本会議
採決

＊日程案は変更となることがあります。

◆議会の傍聴
　【本会議】　�年４回の定例会で全議員が出席して行われる会議です。市役所第一庁舎８階の議場ロビーにお越しください。
　【委員会】　�年４回の定例会、また必要に応じ開催されています。市役所第一庁舎７階の議会事務局にお越しください。
◆託児
　�　議会を傍聴する場合に、対象となる保育所等で一時預かりを利用することができます。その際は、保育料を全額減免
または全額補助いたします。利用を希望する際は、議会事務局（電話：224－5057）へご相談ください。
◆手話通訳・要約筆記
　�　傍聴希望日の３日前までに議会事務局へお申し込みください。本会議の手話通訳・要約筆記が無料となります。

議案調査

議案調査

議事整理

それぞれの調査・研究事項に取り組むにあたり、課題解決の参考とするため、先進事例を視察
しました。今回はその内容をご紹介します。

特別委員会特別委員会のうごきのうごき

乳
幼
児
一
時
預
か
り

サ
ー
ビ
ス
の
詳
細
は

こ
ち
ら
か
ら
ご
確
認

い
た
だ
け
ま
す
。

　岡山市では、事業者と市が協
力してバス路線の維持・拡大に
取り組んでおり、バス路線の再
編や利用環境・業務環境の改善
などが進められていました。
　広島市では、事業者８社と市
が参画してバス事業のプラット
フォームを立ち上げており、民
民、官民の共創によりバス事業
の再構築が進められていました。
　両市とも、官民が共同し、将
来を見据えた新たな公共交通ネ
ットワークの構築に取り組んで
おり、公共交通の新たな運営手
法として参考になりました。

公共交通対策
調査研究特別委員会

　収益の減少や施設の老朽化、
技術職員の確保などに対応する
ため、令和８年４月から、２市
１町により水道事業の運営を開
始する山形県の庄内地域を視察
し、水道事業統合までの経緯や
統合後の運営体制、今後予定し
ている料金の統一や災害への対
応方法などを調査しました。
　上田長野地域と同様の課題を
抱える中で、将来の水道事業を
守るために、関係する市町が協
働して水道事業の統合の取り組
みを進めており、上田長野地域
における今後の検討の参考にな
りました。

水道事業広域化
調査研究特別委員会

　次期総合計画は、現行の第５
次総合計画と異なり、基本構想
と基本計画の２層構造となるこ
とから、同じ構造で計画を策定
している東京都立川市を視察し、
担当者から説明を受けました。
　策定にあたり市民ワークショ
ップに若手職員が参加するなど、
あらゆる世代の職員が関わる計
画づくりは、本市の次期総合計
画の策定に参考となりました。
　また、計画を反映した立川市
のまちづくりを自分たちの足で
実際に見て回ることで、計画の
有効性を確認しました。

総合計画
調査研究特別委員会

視察の報告書は
こちらから



〒３８０－８５１２　長野市大字鶴賀緑町１６１３番地
TEL：２２４－５０５７　FAX：２２４－５１０５長野市議会事務局

　令和８年度のスタートから１カ月がたちました。
新１年生を見るたびに、初々しさを感じながらも本
市の未来に向けた頼もしさを併せて感じられるすば
らしい春の日となりました。
　市政においても新年度から始まった事業、制度な
どが多くあります。市民の皆様がより生活しやすい
ものとなっておりますので、市議会だよりや広報な
がのを通じてご確認いただければと思います。

広報広聴委員会
委員長：北沢　哲也　　副委員長：加藤　英夫

東方みゆき　　藤澤　紀子　　本木　　晋　　市川　和彦
内藤　武道　　倉野　立人　　佐藤　高志

編 集 後 記

2026年6月1日月回答期日

WEBアンケートを募集しています。紙面づくりの参考にさせていた
だきますので、たくさんの方々からのご意見をお待ちしています！

WEBアンケート募集中
紙面づくりの参考にさせていただきます

観光文化部長：現在「食旅☆NAGANO」は日本語、英語、中国語
に対応し、ベジタリアンやヴィーガンなどの情報も掲載している。
掲載店も増え、年間アクセス数が３万に達するなど多くの方が利用
している。韓国語、フランス語、スペイン語への対応や皆さんが多
言語メニューを作成した店舗を掲載することについては、運営事業
者に提案を伝え、協力を依頼する。今後も事業者と協力し、長野市
を訪れる全ての方々が観光や食事を楽しめるよう、受け入れ環境を
整備する。

Webサイト「食旅☆NAGANO」の多言語対応を、韓国
語やフランス語、スペイン語などにも広げるとともに、
私たちが作成した多言語メニューを導入した店舗を、
このサイトに掲載するための支援をしてもらえないか。

中学校
３年生

都市整備部長：年齢に応じた遊び方を意識した遊具のゾーン分けは、
どの年代にも安全で安心な公園づくりを進める上で、大変参考とな
る提案。今後、古くなった遊具のリニューアルを行う際は、利用す
る子どもの年齢や安全性をより意識したゾーン区分の設定などを検
討したい。また、異年齢の子どもたちが一緒に遊ぶことは、相手を
思いやる心を学ぶ大切な機会でもあるため、公園がもつそうした役
割も考えながら、誰もが安心して利用できる公園づくりを進める。

城山公園の遊具配置を見直し、年齢に応じた遊び場と
してゾーンの区分を検討してもらえないか。柵などで
利用を制限するのではなく、安全に遊ぶための目安と
してのゾーニングや遊具の増設ができればと考える。

小学校
６年生

教育次長：市役所で企画を進める際には、目標や目的を明確にし、
多様な人とチームをつくり連携しながら、様々な視点で企画を検討
し、計画的に準備を進めることを大切にしている。多くの生徒の声
を聴き、先生方と連携することで、みんなが安全に安心して参加で
きる企画になる。地域の企業や大人に意見を求めることも一つの方
法。計画を進める中で当初の内容を見直す必要が生じることもあり、
先を見越して早めに準備を進めることが、成功につながると思う。

黒板アートや全校かくれんぼ、逃走中等の生徒会企画
をやってみたい。企画の準備を進めていく上で気をつ
けたほうが良いことや、市役所の方が企画を進める上
で大事にしていることなどについて教えてほしい。

中学校
２年生

こども未来部長：読み聞かせは本への関心を高め、子ども同士や世
代間の交流を広げる効果があり、児童センターや子どもプラザがさ
らに充実した体験活動の場、楽しい場になると考えている。まずは、
図書館職員やボランティアグループの協力を得て、各施設で読み聞
かせが広がるよう取り組む。また、中高生は既にサマーチャレンジ
ボランティア活動として参加しており、世代間交流の効果もあるこ
とから、できるだけ多くの施設で実施できるよう進めていきたい。

児童センター・子どもプラザでも読み聞かせができる
ようにしてほしい。図書館の方の協力や中高生の参加
により、本の楽しさや交流の輪を広げ、児童センター
・子どもプラザを盛り上げるような仕組みにしたい。

小学校
５年生

経済産業振興部長：市も、新商品の開発を通して地元企業の良さを
広く知ってもらうことは大事だと考えており、企業が集まりアイデ
アを出し合う場の提供や企業同士のマッチング、商品化に向けた金
銭的な支援を行っている。提案の鍋のスープは、地元の名産品を使
った長野らしい商品で面白いアイデア。関係企業に伝える。若者か
らアイデアを出してもらうことは、企業の商品・サービス開発につ
ながる良い機会になるので、そのような機会も積極的に設けていく。

七味とみそを使った鍋のスープなど、地元企業がコラ
ボして新商品を開発することで、地元企業の良さを広
く知ってもらうきっかけとなることから、長野市の企
業同士が行う新商品開発を、市が支援してはどうか

小学校
６年生

　去る３月27日、11回目となる長野市子ども議会が開催され、17名の児童・
生徒が、まちづくりや教育、多様性といった様々な分野にわたって、それぞ
れの視点から提案を行い、理事者と論議を交わしました。ここでは主な提案
内容を紹介します。

令和7年度長野市子ども議会を開催


